
1940 昭和15年 （松山にて山頭火没）

1941 昭和16年　　※松山の一草庵に句碑建立 

1950 昭和25年 護国寺隣の市営墓地に柳星甫らが山頭火の墓標を建（一説に昭和26年）

　　　　　　　　　※小郡の其中庵跡に句碑建立

1952 昭和27年 この年より、護国寺での墓前法要および山頭火忌句会が始まる

　　　　　　　　　※松山にて山頭火顕彰会発足、一草庵復元。松山三越にて「山頭火遺墨展」開催

　　　　　　　　　１０月、駅前通前田百貨店にて「山頭火遺墨展」開催

1954 昭和29年 柳星甫らが戎ヶ森公園に山頭火句碑を建立

  

1970 昭和45年　　※この頃から全国的に山頭火ブームが起こる 

1972 昭和47年 「俳人種田山頭火生家之地」の碑が建つ

1973 昭和48年 『防府の生んだ俳人　山頭火』初版発行

  

1980 昭和55年 山頭火研究会が発足・命日に第1回句会を実施

1982 昭和57年 生誕100年記念　種田山頭火展（毎日新聞社）開催　東京・松山・防府など

1985 昭和60年 防府駅前に山頭火像建立

　　　　　　　　　※『山頭火全集』刊行開始（春陽堂書店）

1989 平成元年 生誕地に句碑建立

1990 平成2年 ※「山頭火の世界」展（読売新聞社主催)　東京・名古屋・刈谷・大阪・北九州

1992 平成4年 山頭火研究会が「山頭火ふるさと会」に改称

  　　　第1回山頭火フォーラム開催

　　　　　　　　　※其中庵復元

1994 平成6年 「山頭火芸術文化展」開催

1996 平成8年 第5回全国山頭火フォーラム開催

1998 平成10年 地域交流センターアスピラートに「山頭火の部屋」設置

1999 平成11年 句会を「全国山頭火自由律俳句大会」に改称

2001 平成13年 第10回全国山頭火フォーラム開催

  　　　「山頭火いろはかるた」作成

　　　　　　　　　「今甦る流旅人　山頭火」展（毎日新聞社）　大阪・広島・防府・下関・香川

2002 平成14年 山頭火生誕120年記念祭

  　　　句碑「ふるさとや少年の口笛とあとやさき」建立

2005 平成17年 防府市広報誌「ほうふ」市民文芸欄に自由律俳句が追加される

2006 平成18年 「国民文化祭・やまぐち」にて自由律俳句大会を実施

2007 平成19年 『群妙』創刊

  　　　市民文芸祭にて第1回市民自由律俳句大会

2008 平成20年　　※NPO法人まつやま山頭火倶楽部設立 

2010 平成22年 自由律句のひろば　発起人会開催

2012 平成24年 生誕130年記念第21回全国山頭火フォーラム開催

  

2017 平成29年 山頭火ふるさと館開館

  　　　第25回全国山頭火フォーラム開催

2018 平成30年 山頭火ふるさと会休止、実質の解散となる。有志により、命日の法要・生誕地での生誕祭は続く

  　　　第1回山頭火ふるさと館自由律俳句大会実施

　　　　　　　　　※第1回種田山頭火賞（春陽堂書店）

　　　　　　　　　※自由律俳句協会発足

2019　令和元年　　山頭火の小径が再整備される

2021 令和3年　　 ※『新編山頭火全集』刊行開始（春陽堂書店） 

2022 令和4年 山頭火生誕140年を迎える

防府市内山頭火顕彰の歴史

戎ヶ森公園句碑「雨ふる故里ははだしであるく」戎ヶ森公園句碑「雨ふる故里ははだしであるく」
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『防府の生んだ俳人　山頭火』シリーズ

整備された山頭火の小径

令和 4年 12 月　山頭火ふるさと館作成

令和 5年 4月　　　　　　　同　 改訂

凡例　主に防府市内における種田山頭火の顕彰活動についてまとめた。

　　　防府市外での動きについては「※」を付した。

山頭火いろはかるた


